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令和３年度決算に基づく財務書類【統一的な基準】 概要版 

 

１ 「統一的な基準」による財務書類 

 本市では、平成２１年度決算から決算統計データを活用した「総務省方式改定モデル」に

よる財務書類を作成してきました。 

 平成２７年１月には、総務省から「統一的な基準」が示され、全国の自治体に対してこれ

に基づく財務書類の作成を要請されたため、平成２８年度決算から「統一的な基準」に基づ

く財務書類を作成することとしました。 

 地方公共団体における財務書類等の作成に係る統一的な基準を設定することで、発生主

義・複式簿記の導入、固定資産台帳の整備、比較可能性の確保を促進するものです。 

 

２ 「統一的な基準」と「総務省方式改定モデル」の比較 

 統一的な基準 総務省方式改定モデル 

複式簿記 官庁会計処理に基づくデータによ

り、発生の都度又は期末に一括し

て複式仕訳を実施 

（本市は期末一括方式を採用） 

決算統計データを活用し、期末に

一括して仕訳を実施 

有形固定資産

の評価基準 

・取得原価が判明…取得原価 

・取得原価が不明…再調達価格額 

 適正な対価を払わずに取得した 

もの（寄附など）は、再調達価額 

・公共資産…決算統計データから

取得原価を推計 

・売却可能資産…売却可能価額 

耐用年数 耐用年数省令の種類の区分に基づ

く耐用年数 

決算統計の区分に応じた耐用年数 

 

３ 連結範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一般会計 

・育英資金特別会計 

 

・国民健康保険事業特別会計 

・介護保険特別会計 

・後期高齢者医療事業特別会計 

・水道事業会計 

・下水道事業会計 

・病院事業会計 

◎一部事務組合・広域連合 

経費負担割合等に応じて比例連結 

・高岡地区広域圏事務組合 

・富山県市町村総合事務組合 

・富山県市町村会館管理組合 

・富山県後期高齢者医療広域連合 

 

◎第三セクター等 

 出資割合５０％超又は出資割合５０％以下で業

務運営に実質的に主導的な立場を確保していると

認められる場合には全部連結の対象とします。 

・一般社団法人花とみどりのまちづくり協会 

・公益社団法人氷見市体育協会 

・氷見市土地開発公社 

・氷見ふるさとエネルギー株式会社 

・氷見文化振興財団 

連結 

市全体会計 

一般会計等 
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４ 一般会計等財務書類 

① 貸借対照表 

地方公共団体の財政状態（資産・負債・純資産の残高及び内訳）を明らかにすること

を目的として作成します。 

                                 単位：円 

資産の部（保有している資産） 負債の部（将来世代が負担する金額） 

１ 固定資産 83,085,851,510 １ 固定負債 26,556,969,747 

有形固定資産 79,232,087,938 地方債 22,255,323,925 

事業用資産 23,067,865,218 退職手当引当金 4,157,434,000 

  インフラ資産 55,490,707,235 その他 144,211,822 

 物品 673,515,485 ２ 流動負債 2,583,543,429 

無形固定資産 299,126,754 １年以内償還予定地方債 2,324,526,842 

投資その他資産 3,554,636,818 未払金 0 

  投資及び出資金 641,187,286 賞与等引当金 211,612,104 

  基金（特定目的基金） 2,691,468,778 預り金 47,243,284 

  その他  221,980,754 その他 161,199 

２ 流動資産 6,427,696,545   

 現金預金 713,583,543  

 未収金 55,727,846 負債 合計 29,140,513,176 

基金（財政調整・減債基金） 5,619,465,630 純資産の部（現在までの世代が負担した金額） 

 その他 38,919,526 純資産 合計 60,373,034,879 

資産 合計 89,513,548,055 負債及び純資産合計 89,513,548,055 

 

この貸借対照表は、令和３年度末で 895 億 1,355 万円の資産を保有していることを表

しています。そのうち、純資産である 603億 7,303万円は、これまでの世代や国・県等の

負担で形成された将来負担を伴わない財産を、また、負債である 291 億 4,051 万円は、

「これからの世代」の負担を表しています。 

 

 

 

 資産  1,993,353円 うち固定資産 1,850,217円 

  負債    648,922円 うち地方債   547,362円 

  人口 44,906人（令和３年度末住民基本台帳人口） 

 

 

 

 

市民一人当たりの資産と負債 
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② 行政コスト計算書 

 企業会計において、損益計算書に相当するものです。 

 １年間の地方公共団体の費用・収益の取引高を明らかにすることを目的として作成し

ます。 

 

単位：円 

１ 経常費用 21,542,287,286 

(1) 業務費用 12,018,619,816 

① 人件費 3,239,202,019 

② 物件費等 8,611,702,993 

③ その他業務費用 167,714,804 

(2) 移転費用 9,523,667,470 

① 補助金等 3,312,364,473 

② 社会保障給付 3,430,644,778 

③ 他会計への繰出金 2,752,343,528 

④ その他 28,314,691 

２ 経常収益 801,480,820 

(1) 使用料及び手数料 207,213,169 

(2) その他 594,267,651 

純経常行政コスト 20,740,806,466 

３ 臨時損失 ▲16,343,218 

４ 臨時利益 3,884,366 

純行政コスト 20,753,265,318 

 

【経常費用】 

業務費用では、市の業務の実施に直接使われるコストを確認できます。 

移転費用は、他の団体や個人に移転されるコストのことで、補助金支出のほか、児

童手当や生活保護などの社会保障給付、特別会計や企業会計への繰出・出資金などを

確認できます。 

 

【臨時損失・臨時利益】 

 災害復旧費用や投資損失引当金、資産の売却益・売却損などを確認できます。 

 

【純経常行政コスト】 

 市が提供したサービスに対する直接的な収入で賄いきれなかったコストが確認で

きます。賄いきれなかったコストがどのように賄われるかを見るときは、純資産変動

計算書を見ます。 
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③ 純資産変動計算書 

 貸借対照表における純資産の部において、１年間の純資産の変動を明らかにすること

を目的として作成します。 

単位：円 

前年度末純資産残高 59,788,395,162 

 純行政コスト △20,753,265,318 

 財源 21,335,003,623 

  市税等 14,517,360,537 

  国県等補助金 6,817,643,086 

 その他等 2,901,412 

本年度純資産変動額 584,639,717 

本年度末純資産残高 60,373,034,879 

 

 行政コスト計算書にて示した純行政コストと、それを賄う市税や国県補助金などと

の差額が示されます。その額や割合により、経常的事業が当年度の財源をどの程度消

費し、余裕があるかを分析できます。経年的に数値を見ていくことで、世代間の負担

のあり方を見ることができます。 

 

【資産の増加による純資産の増加】 

現世代の負担により将来世代も利用する資源を蓄積し、将来世代の負担が軽減 

【負債の増加による純資産の減少】 

 現世代が便益を享受する一方、将来世代に負担を先送り 

 

 

④ 資金収支計算書 

１年間の行政活動に伴う現金等の資金の流れを、性質の異なる３つの活動に分けて表

示するもので、資金の獲得及び配分の状況を理解し、債務の支払能力の評価等に活用す

ることを目的として作成します。 

                            単位：円 

前年度残高 1,135,753,608 

１ 業務活動収支 2,387,290,925 

 収入：市税、地方交付税、国県補助金等  

 支出：社会保障給付、人件費、物件費等  

２ 投資活動収支 ▲3,487,507,561 

 収入：国県補助金、基金繰入金等  

 支出：公共施設整備費、基金積立金等  

３ 財務活動収支 630,803,287 
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 収入：市債等  支出：市債償還等  

本年度資金収支額 ▲469,413,349 

本年度末資金残高 666,340,259 

 

【業務活動収支】 

市の経常活動に伴い継続的に発生する資金収支を表します。投資活動や財務活動に

該当しないものは、すべてここで計上します。 

【投資活動収支】 

固定資産や基金などの資本形成活動に伴い、臨時・特別に発生する資金収支を表し

ます。 

【財務活動収支】 

 地方債発行や元金償還等を計上します。 

 

《財政の健全性》 

基礎的財政収支（プライマリーバランス） 

業務活動収支（支払利息支出を除く）（2,476,457,218円）＋投資活動収支(基金を

除く) 

（▲1,886,272,027円） ＝ 590,185,191円 

 

５ 財務書類から見た指標（一般会計等） 

【純資産比率及び将来世代負担比率】 

   これまでの世代及び現世代による負担と、将来世代の負担の割合を見ることができ 

ます。 

・純資産比率（過去及び現世代負担比率）  

純資産 
＝ 

60,373,034,879円 
＝  67.4% 

総資産 89,513,548,055円 

・将来世代負担比率 

地方債＋１年以内償還予定地方債※ 
＝ 

16,342,800,950円 
＝  20.5% 

有形・無形固定資産 79,531,214,692円 

    ※特例地方債を除く 

【資産老朽化比率】 

   有形固定資産のうち、土地以外（建物など）の償却資産の取得価格に対する減価償却 

  累計額の割合を計算します。耐用年数と比べ、市の所有する資産の老朽化の進み具合を 

把握します。帳簿上の価値が失われても、使用できなくなるわけではありません。 

 

減価償却累計額 
＝ 61.2% 

有形固定資産（建設仮勘定除く）－ 土地 ＋減価償却累計額 
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【受益者負担比率】 

   使用料・手数料など行政サービスに係る受益者負担と経常費用と比較することによ 

り、行政サービスの提供に対する受益者負担の割合を見ます。上下水道事業や病院事業 

を連結した場合は、受益者負担の数値が高くなることに留意する必要があります。  

経常収益 
＝ 

801,480,820円 
＝  3.7% 

経常費用 21,542,287,286円 

 

【行政コスト対財源比率】 

   当年度の行政コストから受益者負担分を控除した額に対して、どれだけが当年度の 

負担で賄われたが分かります。  

純経常行政コスト 
＝ 

20,740,806,466円 
＝  97.2% 

財源 21,335,003,623円 

 

【歳入対資産比率】 

   今まで形成されたストックである資産が何年分の歳入の規模に相当するか分かりま 

す。  

資産合計 
＝ 

89,513,548,055円 
＝  3.3年分 

歳入合計 27,208,750,411円 

 

【債務償還可能年数】 

   地方債等を業務活動の黒字分を償還財源に充てた場合に何年で債務を償還できるか

を示す指標です。  

地方債残高＋長期未払金 
＝ 

24,579,850,767円 
＝  10.3年分 

業務活動収支 2,387,290,925円 

※地方債残高には、後年の交付税措置の影響は考慮されていません。 


